
国内外の子供の血中鉛濃度のデータ等について 
 
１． 各国の子供の血中鉛濃度 
（１）日本 
①対象 小児科を受診した１歳から１６歳の小児の血液１） 
調査時期 1993 年 6 月から 10 月 

対象 平均値±SD（サンプル数、分布） 
1 歳未満 1.83±0.85μg/dl（23 名、0.47～3.40μg/dl） 

月齢依存的に血中鉛濃度が上昇 
1歳以上16歳以下 3.15±1.50μg/dl（188 名、0.80～9.51μg/dl） 

男女差及び年齢との相関は見られなかった。 
5μg/dl 未満の児が 90.4%を占めた。 

 
②対象：産科を受診した妊娠 28 週女性の血液及び出産時の臍帯血、胎盤２） 

  調査時期：2001 年から 2004 年 
対象 平均値±SD（サンプル数） 
母体血 0.84±0.35μg/dL（79 名） 
臍帯血 0.73±0.28μg/dL（79 名） 
胎盤 5.6±7.0ng/g（27 名） 

 
 
（２）米国 
対象：米国国民健康栄養調査により得られた血液から無作為に選定３） 
調査時期：1999 年から 2000 年、2001 年から 2002 年  

平均値（サンプル数） 対象 
1999 年から 2000 年 2001 年から 2002 年 

1 歳以上 5 歳以下 2.23μg/dl（723 名） 1.70μg/dl（898 名）

6 歳以上 11 歳以下 1.51μg/dl（905 名） 1.25μg/dl（1044 名）

12 歳以上 19 歳以下 1.10μg/dl（2135 名） 0.942μg/dl（2231 名）

1 歳以上 5 歳以下において、10μg/dl 以上であった例は 1.6％（1991 年から

1994 年に実施した同調査においては、4.4％） 
    

参考資料６



 
（３）英国 
①対象：政府の健康調査により得られたすべての血液４） 

調査時期：1995 年 
平均値（サンプル数） 対象 

男性 女性 
11 歳以上 15 歳以下 2.2μg/dl（180 名） 1.8μg/dl（160 名） 

11 歳以上のすべて

の年齢層 
3.6μg/dl（3299 名） 2.6μg/dl（3558 名） 

男女とも、年齢があがるに連れて、血中鉛濃度が上昇。 
11 歳以上 15 歳以下において、血中鉛濃度が 10μg/dl を超えた例は 0％ 

 
②対象：Avon 地域に産まれた乳幼児を対象とした研究において得られた血液
４） 
調査時期：1992 年から 1993 年 

対象 平均値（サンプル数） 
31 ヶ月 
(2 歳 7 か月) 

3.44μg/dl（584 名） 
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２．一過性の鉛暴露における血中鉛濃度と臨床症状の関係について 
 
２－１ 個別事例 
（事例１）５） 
患者  7 歳男児 （日本 1996 年報告） 
状況、処置及び経過  

釣り用のおもりを誤飲し、当日受診。 
理学的所見は異常なし。胃透視では胃内におもりの存在が確認され、体

位変換により小腸への移行を試みるも胃内に停滞したため、全身麻酔下

で内視鏡的に摘出した。摘出したおもりは、球形で、直径 15mm、重さ

19g。摘出以外の治療なし。半年の経過観察の間に、自覚症状、学業成績

に変化なし。 
胃内停滞時間 ６時間 
血中鉛濃度  誤飲約 24 時間後 38.0μg/dl 
   誤飲 20 日後   15.1μg/dl 

 
（事例２）６） 

患者 ２歳女児 （海外 1983 年報告） 
状況、処置及び経過  

カーテンに使う鉛のおもりを誤飲し、2 週間発熱を繰り返し、嘔吐・嗜眠

が 2 日間続いたあと入院。翌日、昏睡状態となり、死亡。腸閉塞を思わ

せる所見、脳水腫が認められた。 
 胃内停滞時間 不明 
 血中鉛濃度  238μg/dl 
 
（事例３）６） 

患者 １歳 11 か月女児 （海外 1983 報告） 
状況、処置及び経過  

   カーテンに使う鉛のおもりを誤飲し、2 週間かぜのような症状が続いた後、

嘔吐し入院。ウイルス感染を思わせる臨床症状（当初の診断は原因不明

の貧血及び胃腸炎）。入院 10 日後、強直性間代性けいれん、昏眠、呼吸

停止（この時の診断は髄膜炎）。最初のけいれんから 18 時間後に死亡。 
胃内停滞時間 不明 

 血中鉛濃度  死亡前 283μg/dl 
 
 



（事例４）７） 
患者 小頭症及び発達遅延のある４歳男児 （米国 2006 年報告） 
状況、処置及び経過 
 誤飲時の状況は不明。 
 嘔吐のため、小児救急外来受診。制吐剤を処置され帰宅。 
外来受診の 2 日後に腹痛、無力状態で救急外来を受診し、入院。 
入院２日目、興奮状態、呼吸困難、大脳浮腫。胃内にハート型の物体確

認。 
入院３日目、血中鉛濃度 180μg/dl、脳死状態となる。 
入院４日目、死亡。解剖により胃からハート型の飾りを摘出。男児の母

親が確認したところ、このハート型の飾りは、友達の靴に添付されてい

たブレスレットであったことが判明。摘出したハート型の飾りの鉛含有

量を測定したところ、99.1%であった。同種のブレスレット（複数製品）

の鉛含有量を測定したところ、67.0%、0.06%、0.004－0.044％であった。 
胃内停滞時間 96 時間以上 
血中鉛濃度  誤飲約 72 時間以上後 180μg/dl 
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２－２　急性鉛中毒児の血中鉛濃度と臨床症状の関係

〔出典〕
桜井治彦ら　環境汚染物質の生体への影響１０　鉛－大気中の鉛－
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